
学校番号 ３０９ 

平成 31年度 家庭科 

 

教科 家庭科 科目 子どもの発達と保育 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 子どもの発達と保育 （実教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１.乳幼児の発達の特徴を理解し、乳幼児の生活と保育などに関する知識と技術を習得します。 

２．乳幼児の健全な成長に関心を持ち、乳幼児に関わる意欲や能力、実践的な態度を身につけます。 

 

２ 学習の到達目標 

 子どもの発達の特性や発達過程、保育などに関する知識と技術を習得させ、子どもの発達や子育

て支援に寄与する能力と態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

子どもの身体的・精神

的発達や保育に関し

て、関心をもち、それ

らを意欲的に学ぶ姿

勢が見られる。 

子どもの発達や保育

に関わる幅広い知識

を身に付け、子どもの

発達、行動、感情、生

活などについての理

解を深めることがで

きる。これらに関する

自身の考えを、レポー

トや研究発表などで

表現できる。 

子どもの発達や保育

に関わる事柄につい

て、実習や観察を通

じて知識を深めるこ

とができ、子どもを

取り巻く問題につい

て推測・考察ができ

る。 

子どもの発達や保育

に関する幅広い知識

を習得し、子どもの

行動や生活に関する

基本的な事項が理解

できている。               

評
価
方
法 

学習状況の観察 
プリントの記述 
調理チェックシート 
実習作品 
定期考査の結果 

等 

学習状況の観察 
プリントの記述 
調理チェックシート 
実習作品 
定期考査の結果 

等 

学習状況の観察 
プリントの記述 
調理チェックシート 
実習作品 

等 

学習状況の観察 
プリントの記述 
実習作品 
定期考査の結果 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 
 

学 
 

期 

子
ど
も
の
発
達
の
特
性 

１章 子どもの発達の特性 

１節 発達と乳幼児期の意義 

  １ 子どもの発達 

  ２ 乳幼児期の特徴 

2 節 発達と保育環境 

  1 発達と保育環境のかか

わり 

  2 保育環境を整える 

3 節 児童館と発達観 

  1 児童観・発達観とは 

  2 こんにちの児童観・発

達観 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a: 人間の発達に関して興味・

関心をもち、特に乳幼児期の発

達についての概略を学ぼうと

する意欲が見られる。 

b: 現代における発達観を考察

し、その方向性を判断すること

ができる。 

c: 自分自身が現在どのような

児童観・発達観をもっているの

かを客観的に分析・考察し、こ

の章の学習の動機付けとする

ことができる。 

d: 人の一生を生涯発達として

とらえ、その中でも特に乳幼児

が大切な時期であることを理

解できる。 

授業観察 

プリント 

実習作品 

定期考査 

２ 
 

学 
 

期 

子
ど
も
の
発
達
の
過
程 

2 章 子どもの発達の過程 

1 節 子どもの発達 

  1 胎児の発育・発達 

  2 乳幼児の身体的特徴 

  3 乳幼児の生理的特徴 

  4 発育の評価 

2 節 子どもの精神発達 

  1 運動機能と感覚機能の

発達 

  2 知的発達 

  3 言葉の発達 

  4 情緒の発達 

3 節 人間関係の発達 

  1 愛着関係の形成 

  2 人間関係の広がり 

  3 子どもの人格形成 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

  

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

a: 新生児期から乳幼児期まで

の身体的・生理的・精神的な発

達の特徴について、意欲的に理

解しようとする。 

b: 子どもの発達には、人々と

の関わりを中心にさまざまな

条件や要素が必要であること

を理解し、その関わり方につい

て考察することができる。 

c: 乳幼児の発達の観点から、

子どもの行動などを見て、子ど

も特有の行動パターンや感情

表出などが推察でき、子どもの

行動を理解することができる。 

d: 新生児期から乳幼児期まで

の身体的・生理的な発達の特徴

を知識として習得し、それら

を、子どもとの関わり方に応用

することができる。 

授業観察 

プリント 

実習作品 

定期考査 



３ 
 

学 
 

期 

子
ど
も
の
生
活 

3 章 子どもの生活 

1 節 生活と養護 

  1 生活と健康 

  2 栄養と食事 

  3 食習慣の形成 

  4 衣生活と育児用品 

2 節 子どもの遊び 

  1 生活と遊び 

  2 遊びの援助 

3 節 生活習慣の形成 

  1 生活習慣の意義 

  2 基本的生活習慣 

  3 社会的生活習慣 

4 節 健康管理と事故防止 

  1 日常の健康管理 

  2 病気の看病と予防 

  3 事故の防止と応急処置 

（□囲みの部分は、１２学期に

実施する） 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a: 子どもの生活全般（健康・

食生活・衣生活・遊び・生活環

境・病気・安全など）について、

広く関心をもち、理解しようと

する態度が見られる。 

b: 子どもにとっての適切な生

活の条件について思考し、子ど

もの養護全般について応用す

ることができる。 

c: 子どもの生活を養護するた

めに必要な技能を、教科書の資

料（図・表）や実習（幼児食な

ど）を通して身に付けている。 

d: 子どもの生活全般におい

て、子どもが健康で安全に生活

するために必要な、知識と技術

を具体的な方法として身に付

けている。 

授業観察 

プリント 

実習作品 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


